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　皆さま、はじめまして、2021年新入フェローの竹島
と申します。現在、齢45（発刊時には46になっている
でしょうか？）バリバリ中年の域に入りつつ、気持ち
だけは若いつもりで趣味に仕事に邁進する日々です。
　とはいえ、コロナ禍・新しい生活様式の中、ボクの
趣味には様々な制限が加わり、その機会も減る一方
で、気持ちまでも老けてしまいそうな日々です。
　申し遅れましたが、ボクの趣味は入会挨拶にもお書
きしたのですが、ロックフェス・ホッピー・ボクシン
グです。
　毎年欠かさず参加していたロックフェスティバルは
軒並み中止になり、ライヴハウス公演も配信中心に移
行しつつあり、運営サイドもライヴハウスもミュージ
シャンも試行錯誤しながら新たなあり方を模索するよ
うな日々。年に50本以上通っていたライヴも指折り数
えるほどになりました。
　ホッピーは下町の酒場の名物的な飲料ですが、外食
の機会はめっきり減りましたし、ましてやアルコール
提供も制限を受ける中で家の外で出くわす機会もめっ
きり減ってしまいました。その分、自宅でのホッピー
晩酌の機会は増えましたが・・・。
　大場政夫さんに憧れて中学生時代から齧っていたボ
クシングも（現役で活動するのは既に20年近く離れて

写真１　�今年もロックフェスが待ち遠しい
です
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いますが）、興行自体が少なくなったうえに、海外選
手の招聘も制限されて、予定されていた世界戦のいわ
ゆるビッグマッチも延期を余儀なくされる状況で、観
戦機会も減ってしまいました。余計なお世話ですが、
選手たちのモチベーションの維持も心配になるくらい
です。
　そんな中で約１年の間で自身の体重も５kg近く落
ちて48kg台が日常になってきました。歳を食ったら
多少太ってるくらいがカッコいい（理想は勝新太郎の
体型です）と思っている自分ではありますがちょっと
絞ればミニマム級です。決して身体も若くないのかも
知れません。
　そんなボクですが、父が開設した我が生家直結の歯
科医院の開設・管理者を2017年に引き継いで、５年が
経ちます。1972年10月１日が開設日との登記でしたの
で今年で開設50周年を迎えることになりました。大変
大きな節目だと思っております。新しい生活様式なら
ぬ新しい竹島歯科医院の夜明けとなるよう、減った趣
味機会をそのまま仕事に打ち込む所存です。

写真２　�50周年に向けてまだまだ真っ白に
燃え尽きてはいられません


